
ＪＡしもつけ菜の花会　会員募集

准組合員向け広報紙

vol.11
2 0 2 5 . 4

https://www.ja-shimotsuke.jp/

Shimotsuke
information

JAからの
お知らせ

vol.11 令和7年4月発行 下野農業協同組合 〒328-0053　栃木市片柳町２丁目１番44号   ☎0282-24-1180　FAX 0282-24-7882
編集・発行／企画総務部総務課

open
here

　准組合員向け広報紙「ＪＡしもつけＴＯＰＩＣＳ」は、令和７年３月末時点の准組合員を対象に作成しております。ま
た、准組合員世帯１戸に対して、１部の送付とさせていただきます。だだし、まれに複数部届いてしまう場合がございま
す。その際は、予めご了承いただければ幸いです。

応募資格
活動内容

活動任期

募集人数
募集期間

そ の 他

　ＪＡを利用する准組合員との継続的
な意見交換を通じ、准組合員のＪＡ理解
の促進と組合員・利用者の視点に立った
事業運営、商品・サービスの提供を図る
ため、准組合員モニターを募集いたしま
す。

令和８年度

ＪＡしもつけ管内にお住まいの20歳以上の准組合員
ＪＡ各事業の商品やサービスについてのモニター活動
（意見交換会やアンケート等を通じて実施）
令和8年1月から令和8年12月末まで
７人程度
令和7年5月から令和7年11月末まで
応募多数の場合は、抽選とさせていただきます。
モニターにご参加いただいた方には、ＪＡしもつけ産
の農畜産物等の記念品をご用意いたします。

料理、手芸、親子バスツアー、寄せ植え、ペットボト
ルキャップ回収運動など様々な活動で、仲間との交流
を深めています！お友達を誘って加入してみません
か？おひとりでの加入も大歓迎です！

お申込み・お問い合わせ

より良いＪＡ事業の実現に活かしてください
准組合員の皆さん あなたの声を

准組合員モニター准組合員モニター
募集

ＪＡしもつけホームページ内バナーからお願いいたします。
※モニター候補者応募フォームに必要事項を入力してください

お問い合わせ：企画総務部 総務課　☎0282-24-1180

「ＴＯＰＩＣＳ」は、ＪＡのホームページでもご覧いただけます！

2012年に続き

「協同組合はよりよい社会を築きます」のテーマのもと
ＪＡしもつけでも様々な取組みを展開しています。

　日頃よりＪＡしもつけをご利用いただき誠にありがとうございます。このたび、
准組合員向け広報紙「ＪＡしもつけTOPICS」の第１１号を発行いたしました。
　さて、２０２５年は「国際協同組合年」です。ＪＡグループは、協同組合として地
域で助け合いの輪を広げ、持続可能な開発目標の実現に貢献しています。ＪＡしもつ
けでも SDGs につながる取り組みとして、ペットボトルキャップ回収運動や食糧支
援活動などを展開しています。皆さまもこれを契機に協同組合のアイデンティティー
と持続可能な社会の実現に向けて、ともに取り組んでいただければ幸いです。
　今後とも、組合員・利用者へのさらなるサービスの向上と「組合員・農業・地域
になくてはならないＪＡ」を目指し最善を尽くしてまいりますので、引き続きご愛
顧のほどをよろしくお願いいたします。

令和７年４月

　ＪＡには「女性会」という組織があります。ハイキング、
旅行、ペットボトルキャップ回収運動など様々な活動で、仲
間との交流を深めています！一緒に活動してみませんか？

会員資格：ＪＡしもつけ管内（栃木市 (西方町除く )と壬生町）在住
　　　　　※農家でなくても大丈夫です

年 会 費：1,000 円

詳細はこちらまで…お住まいの地区でお問い合わせください
〇ＪＡしもつけ営農経済部営農企画課
　　　　　　　　　　0282-20-8828（都賀・岩舟）
〇ＪＡしもつけ北部アグリサポートセンター　
　　　　　　　　　　0282-27-6512（栃木・壬生）
〇ＪＡしもつけ南部アグリサポートセンター　
　　　　　　　　　　0282-43-0801（大平・藤岡）

下野農業協同組合
代表理事組合長　長 昌光

会 員 募 集
SDGsへの貢献

  ５月　パンとシフォンケーキ作り　 
  ７月　母子食農業体験バスツアー
　　　（大人ひとり参加可能）
  ８月　ペットボトルキャップ回収運動
  ９月  巨峰ジャム・梨ジャム作り
１0月  地元野菜調味料作り

   １１月  まんじゅう作り              
   １２月  クリスマスリース作り
令和８年
　   １月  ペットボトルキャップ回収運動
　   ２月  次年度予定の話し合いと寄せ植え講座

←ホームページはこちらより

年会費　５００円（材料費別途）

対象者　ＪＡしもつけ管内
　　　（栃木市(西方町除く)と壬生町）在住
　　　　２０代～４０代の女性
　　　　※非農家さんの加入者が多いです

ＪＡしもつけ　営農経済部営農企画課 菜の花会事務局 
電話　0282-20-8828　FAX　0282-23-3234
メールアドレス（s-kouhou@ja-shimotsuke.or.jp）

詳細はこちらまで…

令和７年度の活動予定（Ｒ７．５～Ｒ８．２）
　　　　　　　　　　　　　　※活動は平日です

栃木東支店 貯金為替係
天谷 果林　担当

お待ちしてます！

栃木東支店 貯金為替係

お待ちしてます！
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2012年に続き2012年に続き

Ｑ１．「国際協同組合年
　　　  （IYC2025）」とは？

１.学び１.学び

　国連は1年間を通じて、平和と安全、開
発、人権、人道の問題など特定のテーマを
設定し、国際社会の関心を喚起し、取り組
みを促すために「国際年」を毎年制定して
います。その一環として2023年12月に、
2025年を2012年に続く２回目の国際協同
組合年に定めました。

　協同組合は一人一人の主体的な参加を基礎に、生産や暮らしなどさまざまな面で協同し合うこ
とによって、解決の道を切り開いていこうという団体です。自ら事業を利用したり、活動に参加
したいと考える人は誰でも加入できるオープンな組織であり、協同組合が大切にする平等、公正、
連帯という考え方は SDGs の理念と合致します。

Ｑ２．ＳＤＧｓと協同組合とのつながりとは？

①持続可能な開発目標（SDGs）の実現に
　向けた協同組合の実践、社会や経済の発
　展への協同組合の貢献に対する認知を高
　める

②協同組合の発展を支援し、協同組合を振
　興する

２.実践２.実践

３.発信３.発信

ペットボトルキャップ回収運動
　ＪＡしもつけ女性会は、2022年から「ペット
ボトルキャップ回収運動」に取り組んでいます。
回収は８月下旬と１月下旬の年２回に分けて実
施。回収したキャップの代金は「認定ＮＰＯ法人
世界の子どもにワクチンを日本委員会」に寄付
し、ポリオワクチンの購入代としています。

地元を応援、未来を守る

ＪＡ農産物直売所利用
　直売所で新鮮な地元の食材を選ぶことが、地
域の農家を応援し、環境にも優しい選択になり
ます。ちょっとした選択が未来を変える力にな
ります。ＪＡしもつけでは４か所の直売所とオ
ンラインショップで販売をしています。

食糧支援活動
　ＪＡしもつけ女性会と青壮年部は2021年よ
り、食糧支援を必要とする生活困窮者に向け
た支援事業を行っています。事前に集めた物
資を栃木市・壬生町両社会福祉協議会を通じ
て贈呈しています。物資は、協議会を通じて、
支援を必要とする人に手渡されています。

ＪＡしもつけではこのような取り組みをしています！

実践して、周りにも伝えよう！

あなたにもできることがあるかも？！

トマトと塩昆布のサラダ

材料（２人前）
・トマト　２個
・塩昆布　１０ｇ
・ごま油　小さじ２
・塩　　　少々
・味の素　少々

作り方

①トマトを食べやすい
　大きさにカットする
②すべての材料を混ぜ
　合わせる
③盛り付けて完成

直売所について
知りたい！行ってみたい！

という方は…

手軽に農産物を
購入したい！という方は…

ＪＡしもつけではSNSにて発信中！

ホームページをチェック➡

オンラインショップ
ＪＡしもつけ青果店を

チェック➡

国連がＩＹＣ2025で各国政府や
関係機関に要請している取り組み

IYC２０２５を契機に協同組合のアイデンティティーと
持続可能な社会の実現に向けて学び、実践し、発信しましょう！
IYC２０２５を契機に協同組合のアイデンティティーと
持続可能な社会の実現に向けて学び、実践し、発信しましょう！

学ぶ IYC2025 は協同組合のことを広く知ってもらい、共感や信頼につなげ、
協同組合の組合員として事業を利用する人、活動に参加する人、働く人
を広げる大きなチャンスです。組合員やＪＡ職員で共有し、その意義を
確認しましょう。

実践する 他の協同組合や企業、団体とつながり、「協同組合間の連携」や「協同組
合での SDGs の取り組み」を通じて、その事業や活動に触れ、一緒に活
動しましょう。

発信する 発信することで、協同組合のことを広く知ってもらい、共感や信頼につ
なげ、協同組合の組合員として事業を利用する人、活動に参加する人が
広がる可能性があります。

おかげさまで
Instagramフォロワー数
1,600人突破‼

ホームページ Facebook Instagram

地元の農
産物を

使って、
クッキン

グ


